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Ⅰ．問題と目的
１．インクルーシブな活動において，多様な子どもたち
を媒介するプログラムの必要性
　国連障害者の権利に関する条約注１に，日本は，２０１４
年に批准した。第２４条の教育の条文においては，イン
クルーシブ（inclusive）ということばが取り上げられて
いる。このことばは，「包容」と同条約の日本語では翻訳
されている注２が多様な子どもたちが温かく包みこまれ，
また，受け入れられ，自分の居場所をもつことで生き生
きと学校や地域で生活できるように，教員，実践者，保
護者，地域の人々が協働できる社会をめざしていく必要
があろう（高橋，２０１６，p.４）。
　清水・高橋・津田（２０１４，p.１６６）は，「インクルーシ
ブな社会をめざす実践は，インクルーシブな社会をめざ
そうとする学習者ばかりを前提としているのではない。
個々の参加者は，基本的に自分の関心や利害に基づいて
参加する」と述べている。例えば，障がいのある子ども
と障がいのない子どもが参加する春の遠足があったとす
る。障がいのない子どもの一人は，桜の写生を楽しみに
しているかもしれないし，また，別の子どもは，普段食
べている給食ではなく，久しぶりの屋外で食べるお弁当
を楽しみにしているのかもしれない。特別支援学級や特
別支援学校で自立活動について学習している障がいのあ
る子どもは，地域の子どもたちと一緒に遠足に出かけ，
遊ぶことを楽しみにしているかもしれない（清水・高橋・
津田，２０１４，p.１６６）。活動参加の目的がそれぞれ異なる
中で，「多様な子どもたちが温かく包みこまれ，また，受
け入れられ，自分の居場所をもつ」という実感をそれぞ
れの子どもたちが感じられるようにするためには，媒介
する何らかのプログラムが必要ではないかと筆者らは考
えた。そこで，着目したのが音楽を媒介とするプログラ
ムである。 
２．音楽を媒介とするプログラムと音楽療法
　障がいのある子どものコミュニケーションを促進する
ものとして，音楽の活用に関する研究が，「音楽療法」の
文脈でなされている。
　日本音楽療法学会は，音楽療法について，「音楽の持つ
生理的，心理的，社会的働きを用いて，心身の障害の回
復，機能の維持改善，生活の質の向上，行動の変容など
に向けて，音楽の意図的，計画的に使用すること」と定
義している注３。
　例えば，自閉症のある子どもの音楽療法は，他者との
コミュニケーションや社会性の促進に有効であるとする
研究がある。水野（２０１３，p.４４）は，「自閉症児（者）
の言語コミュニケーション能力改善を図る可能性」を示
唆している。高橋（２０１５）は，「他者との情緒共有を充
分に経験できない自閉症児に，音楽という媒体を通して，
コミュニケーション発達の出発点である『一緒に感じ合
う』ことを体験させてあげることが可能である。」と述べ
ている。榊原（２０１２）は，アスペルガー症候群幼児を対
象とし，行動調整を促すことを目的に音楽課題を行った
ところ，動機づけや行動調整が高まったとしている。
　肢体不自由児を対象とした音楽療法による療育の役割
について，小坂（２００６，pp.６７－６８）は，「近年ますま
す重度重複化が進み，治療・療育においてより的確な方
法と有効性が求められてきている。」とし，「療育に音楽
療法を取り入れるにあたって，重症心身障害児にとって
は，洗練された本物の『音』は快刺激となり，心に響く
ことで，全身のリラクゼーションと微かな指や口の動き・
笑顔を随意的に引き出してきている。また，肢体不自由
児にとっては，まひや緊張で動かしにくい手や指，顔の
表情・全身を必死に動かして『音』を捉え，主体的に関
わろうとする姿などが見られる」と音楽療法の有効性も
述べている。これらの有効性から，伊藤・白川（２０１１，
p.１１６）は，特別支援学校の肢体不自由部門小学部におけ
る音楽療法導入にあたってのプログラム立案を行い，「楽
しい音楽活動場面の提供ができると，おのずと音楽療法
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の時間は児童にとって楽しめる時間となり，普段見られ
ない児童の様子を観察できたり，児童が積極的かつ自主
的に活動に参加する態度が見受けられ，教員と共有する
ことができる。」と述べている。
　馬場（２０１０，pp.４５－４６）は，知的障がいがあるアン
ジェルマン症候群の子どもに対する音楽療法時に，多動
性，注意集中持続の困難がある対象の子どもが，五感を
用いて段階的に楽器を認知する手段を多様化させている
ことを示唆している。
　通常学校内の特別支援学級の自立活動においても音楽
療法的視点を用いた実践を行うことで，子どもたちの主
体性がみられたといった研究（上野，菅，山蒼，２０１６）
もある。
　このように，音楽療法は，障がいのある子どものコミュ
ニケーションや社会性の発達支援に用いられている様子
が理解できるが，上記の研究に加え，「音楽科教育として
の目標の達成を目指しながら，結果として音楽療法の効
果も期待できる，音楽中心主義的音楽療法」を福間・高
橋（２０１２）は，提案している。
　これまでの研究を敷衍すると，音楽を媒介することで，
障がいのある子どもと障がいのない子どもの関わりあい
を促進することが可能となると予測される。
　しかしながら，前述したように，学校外活動場面につ
いては，障がいのある子ども，障がいのない子ども，保
護者は，それぞれの参加者が各自の目的をもって参加を
している状況があり，治療を受けるために，参加してい
るのではない。「療法」というセラピューティックな表現
は，参加者の目的や活動の趣旨に沿わない場合も考えら
れる。児童・生徒への教育を主な目的とする学校教育に
おいても，同様の状況が生じる場合があると考えられる。
　そこで，本研究においては，インクルーシブな活動場
面において，「音楽プログラム」を実施することで，音楽
が多様な子どもたちの関わりあいを促しているかについ
て，検討を加えることを目的とした。
Ⅱ．方　　法
１．音楽プログラムの概要
　音楽プログラムは，２０１６年X月に，１泊２日の日程
で，大学附属の社会教育施設において，屋内外の活動が
行われたうちの１つの活動である。参加人数は，４０名
（幼児２名，小学校低学年児童９名，小学校中学年児童
７名，小学校高学年児童６名，特別支援学校高等部生徒
１名，保護者７名，運営スタッフ４名，大学生・大学院
生３名，大学教員２名）であった。うち，知的障がい，
重度・重複障がい，発達障がいのある子どもも複数含ま
れている。
　音楽プログラムの活動は，これまで国立大学の生涯教
育課程において，音楽を研究してきた第１著者がリー
ダーとなり，普段，子どもたちの学級活動でなじみが深
いリクリエーションゲームと音楽を融合させ，椅子取り
ゲーム，ドレミの歌ゲーム，ジェスチャーゲームの３つ
を提案した。多様な特性のある子どもたちが参加でき，
楽しさを共有できるようにルールや役割など様々な点に
配慮した。プログラム実践時の役割分担は，表１の通り
である。尚，歌詞幕の提示など，一部の役割については，参
加している保護者からの協力を得た。
２．椅子取りゲーム
　⑴　準備
　　人数分より少ない数のパイプいすを円形に並べ，円
形に並べた椅子の外周に子どもを並ばせる。
　⑵　ルール
　　第１著者が演奏するピアノのメロディーが流れ始め
たらパイプ椅子の周りを歩きはじめ，重度・重複障が
いのある児童〔以下，すみれさん（仮名）〕が音楽を止
める合図を行う。第２著者が合図に係る支援を必要に
応じて行う。音楽が止まったら近くの椅子に座り，座
れなかった子どもは輪の外に出る。ピアノのメロ
ディーは，小学校の運動会や体操などで用いられてい
る「おばけ」をモチーフとした子どもたちになじみの
深いものを選定した。徐々に椅子の数を減らし，最後
まで椅子に座れた人が勝者とする。危険な行為を防ぐ
ため，「人を押しのけて座らない。椅子の取り合いに
なった場合じゃんけんし，勝者が椅子に座る。」という
条件の下，ゲームを実施する。
　⑶　活動設定の理由
　　「音楽を止める」というこのゲームでの重要な役割を
すみれさん（仮名）が担うことで，自分が合図すると
音楽が止まるといった因果関係の理解につながる。す
みれさん（仮名）にとっては，自己決定によって，ゲー
ムの様子が変化していく面白さを味わうことができる。
周囲の子どもたちにとっては，すみれさん（仮名）を
注目することとなり，自然とお互いを意識しあう活動
になると考えた。また幼児・児童にとって，ルールの
認知度が高いゲームであるため児童がスムーズに活動
に取り組むことができると考えた。 
表１　プログラム実践者の役割分担
役割メンバー名
全体リーダー，ピアノ演奏，資材提
示及び配布
第１著者（吉見）
全体リーダー，指示，資材提示及び
配布
第２著者（原田）
重度・重複障がいのある児童の支援第３著者（玉井）
実践全体の観察及び記録，障がいの
ある子どもの支援
第４著者（高橋）
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　それぞれの子どもたちが自己選択・自己決定で好みの
楽器を演奏することやグループ間の社会的相互作用を促
すため，ドレミの歌ゲームを企画した。内容は次の通り
である。
　⑴　準備
・「ドレミの歌」の歌詞幕を提示する。
・「ド」「レ」「ミ」「ファ」「ソ」「ラ」「シ」のそれぞれの
音で児童は３人１組のチームをつくり並ぶ。（図１）
・並べられた楽器より児童が使用したいものを選ぶ。ハ
ンドベルは，チームごとの音に見合ったものを渡す。 
　⑵　ルール
　　ドレミの歌をピアノ伴奏に合わせて歌い，振り当て
られた音の歌詞の部分で，自由に楽器を演奏する。
　例：「ドはドーナツのド」という歌詞の部分を歌った場
合，「ド」担当のグループが楽器を自由に演奏する。
　⑶　活動設定の理由
　　子どもたちは，集団で音を奏でることで，障がいの
有無にかかわらず，各グループに所属するという仲間
意識をもって互いの関係を意識することができる。今
回は子どもたちに親しみ深いであろう「ドレミの歌」
を取り上げ，ゲーム感覚で取り組めるよう工夫した。
この曲は，特別支援学校や特別支援学級においてハン
ドベル演奏をする際に，よく用いられる曲であるので，
障がいの種別に関わらず楽しめるのではないかと考え
た。特に重度重複障がいのあるすみれさん（仮名）が，
「身体でリズムを感じる，聴こえてくる音に耳を傾け
る，人とのやり取りを感じる」（小坂，２００６，pp.４６－
４７）などの感覚面での刺激も得られることも予測され
る。
４．ジェスチャーゲーム
　⑴　準備
　　あらかじめ分けておいたチーム（２チーム）ごとに
円を作って座るように指示し，風船を１チームに２個
配布する。
　　回答者を２名決める。円形に座った状態で配布した
風船を持ち，ピアノの音楽が始まると同時に風船を隣
の人に渡す。音楽が止まると同時に風船を渡すのをや
める。その時点で風船を持っている人を回答者とする。
それ以外の人をジェスチャー担当者とし，図４のよう
に並ぶよう誘導する。
　⑵　ルール
　　前方で提示した物や動きの名称を，声を出さず体の
動きのみで表現し（ジェスチャー），何を表現している
ものであるかを回答者が当てる。
　　１チームずつ行い，３０秒間で正解数が多いチームが
勝ちとする。 
図４　ジェスチャーゲームの隊形
○…児童
歌　詞　幕 ピアノ
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図１　ドレミのうたゲームの隊形図
図２ドレミのうたゲームの歌詞幕
図３　使用した楽器
お　題
回　答　者
ジェスチャー担当
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　⑶　活動設定の理由
　　障がいのない子どもたちは身体を動かして遊ぶこと
を好む場合が多く，障がいのある子どもたちは，運動
機能に何らかの困難を伴うため，すぐに動きが出ない
場合がある。これらの子どもたちの様子を踏まえ，身
体全体を使って様々なものを表現する児童と，その動
きが何をあらわしているものであるかを回答する側の
児童を設定することで，障がいのある子どもたちも障
がいのない子どもたちも身体的，視覚的に楽しむこと
ができる。活動全体を音楽主体にするのではなく，活
動の導入部分のみに音楽に関連する身体的な活動を入
れることで音楽プログラムに新鮮な気持ちで取り組め
るよう配慮した。
Ⅲ．結　　果
　筆者らが企画した以上の音楽プログラムを実践した結
果，各活動で，子どもたちの関わりあいという点におい
て，以下のような様子が観察された。
１．椅子取りゲーム
　音楽を止める役割を，重度重複障がいのあるすみれさ
ん（仮名）が担当したが，音楽が止まったタイミングを
明確にするため，音楽を止めるというすみれさん（仮名）
のサインを確認した第２著者がホイッスルを吹いて歩い
ている児童に知らせることにした。
　すみれさん（仮名）が音楽を止めるタイミングを周囲
の子どもたちに伝達することを促すために，支援を担当
している第３著者が，すみれさん（仮名）の名前を呼ぶ，肩
をたたくなどの言語的，身体的支援を行い，手をあげる
ことを促すようにした。
　そのようにすると，すみれさん（仮名）もスムーズに
手をあげることが増えてきた。そこで，それに合わせ第
２著者がホイッスルを吹き，椅子の周りを歩く児童に音
楽が止まったことを伝えることにした。
　また，「すごい，すごい，合図したら止まったね！すみ
れさん（仮名）の合図でとまったね！」と第３著者が，
手を挙げることにより音楽が止まり，椅子の周りを歩く
児童の様子が変化したことをフィードバックするように
した。すると，状況の理解が進んだのか，その後も「す
みれさん（仮名）が手を挙げたらとまるよ」と声をかけ
る度，嬉しそうに手を挙げ，目の前の状況の変化に笑顔
で楽しんでいる様子が見られた。椅子の周りを歩く子ど
もたちは音楽が止まるタイミングを気にしてすみれさん
（仮名）の手を挙げる様子を伺いながら歩いていた。輪
の外でゲームの様子を眺めていた児童は，自ら再び椅子
を並べ，別の輪でゲームを楽しんでいる様子が見られた。
また，知的障がいのある太郎さん（仮名）も，ゲームの
進行や児童の椅子の争奪を笑いながら見学している様子
が観察された。
２．ドレミのうたゲーム
　一人一つの楽器を担当することで，子どもたちが音量
やリズムを曲の中で自由に楽しむことができていた。例
えば，「ドはドーナツのド」の部分で，ある児童が自分自
身でアレンジしたリズムを即興的に演奏していたことや
「ファ」の部分で，マラカスを細かくシェイクし演奏し
ていたことなどがあげられる。これらの児童の様子を見
て，「シ」を担当する幼児も，タンバリンを速い速度で振
り，演奏を試みていた。また，ド，レ，ミといった順番
で，演奏を継続していく中で，メロディーの流れを意識
する子どもが次第に増え，集団全体で大きな声で歌い，
演奏を楽しもうとする雰囲気が現れていた。
　ある児童が施設周辺で２本の竹を拾い，互いを叩き合
わせ音を出して遊んでいた。そこで，この竹を楽器とし
てこの活動に取り入れたことで，同じ児童でも打楽器の
ように用いる場面や，リコーダーのように吹こうとする
場面など楽器への興味・関心がうかがえる場面も見受け
られ，活動がさらに盛り上がったといえる。
　保護者３名に，参加者の前方で歌詞幕を提示する協力
をいただいたことで，保護者と子どもたちとのコミュニ
ケーションが生まれる場となった。
　後半は，第１著者がピアノ伴奏を行い，ピアノに合わ
せて，子どもたちがそれぞれの楽器の演奏を行ったが，
各音を担当するグループが，声量やリズムなど，独自の
アレンジを行い，他のグループを意識しながら演奏する
場面が見受けられた。知的障がいのある太郎さん（仮名）
が各グループの演奏の様子に注目する様子や，発達障が
いのある健太さん（仮名）もリズムに合わせて，タクト
を振るような動きを見せており，それぞれの子どもたち
が自分なりの演奏表現を行っていたといえる。
３．ジェスチャーゲーム
　回答者の２名を決める活動では，風船を隣の人へ素早
く渡すことで音楽が止まるタイミングを楽しんでいる様
子が観察された。風船がわたる瞬間は大きく盛り上がっ
ていた。
　各グループの子どもたちは，第１著者が前方で提示す
るテーマが書かれた画用紙を確認した上で，そのテーマ
に沿った形で，ジェスチャーを行い，２名の回答者が回
答する場面では，動きが一人一人異なり，必死に伝えよ
うと工夫している様子が見られた。発達障がいのある健
太さん（仮名）も周囲の子どもたちの様子を見ながらジェ
スチャーを試みていた。また，第１著者が前方で提示す
るテーマが書かれた画用紙を注視する様子が，知的障が
いのある太郎さん（仮名），発達障がいのある健太さん
－３７－
インクルーシブな学校外活動場面における音楽プログラムの取り組み　－－子どもたちの関わり合いを目指して－－
（仮名），とも確認できた。
Ⅳ．考　　察
　本研究においては，インクルーシブな活動場面におい
て，音楽プログラムを実施することで，音楽が多様な子
どもたちの関わりあいを促しているかについて，検討を
加えることを目的とした。
　先に述べた結果より，考察しうる内容は以下の通りで
ある。
１．音楽とリクリエーションゲームとの融合
　音楽が取り入れられたリクリエーションゲームである
という観点から考える。小坂（２００６，pp.６７－６８）によ
ると「本物の『音』は快刺激となり，心に響くことで，
全身のリラクゼーションと微かな指や口の動き・笑顔を
随意的に引き出してきている。」と述べられている。これ
らのことと関連付け，普段学校教育において，リクリエー
ションとして活用されているゲームに音楽を取り入れた
こと，また子どもたちになじみのある軽快な曲を選曲し
たこと，ピアノによる生演奏であったことによって，子
どもたちの主体的な演奏が促されたのではないかと考え
られる。
２．リクリエーションゲームにおける役割担当について
　椅子取りゲームにおいて，音楽を止める役割を，重度
重複障がいのあるすみれさん（仮名）が担当したが，ゲー
ムが進行していく中で視覚情報や聴覚情報などから役割
を意識し，ゲームに参加することの楽しさを味わうこと
ができたのではないかと考えられる。「椅子取りゲーム」
は，人の動きがわかりやすくゲームの内容を理解するこ
とが容易だったことも要因の一つであろう。課題として
は，多様な参加者が同じ活動に参加している中で，障が
いのある子どもに，リクリエーションゲームでの役割を
与えるということは，障がいのない子どもたちとの活動
との距離を遠ざけてしまい，結果的に，直接的な関わり
がなく，活動することとなったことがあげられる。例え
ば，学校教育においては，交流及び共同学習の場面で，
特別支援学校の児童・生徒が通常学校の児童・生徒と交
流する中で，役割付与の場面も見受けられるが，いかに，
音楽プログラムにおいて，直接的な関わり合いを促進で
きるかが今後の課題である。
３．音楽プログラムにおけるインフォーマルラーニング
　今回の音楽プログラムは，参加者同士の関わり合いの
中で，清水・高橋・津田（２０１４）が示すインフォーマル
ラーニングが生じていたと考えられる。
　例えば，ドレミのうたゲームで，子どもたちがそれぞ
れのスタイルで，即興的な演奏を行っていた点や，ある
児童の様子を見て，「シ」を担当する幼児も，タンバリン
を速い速度で振り，演奏を試みていた点，竹を楽器とし
て利用する方法を模索している児童が存在していた点な
どがあげられよう。参加していた保護者も普段は見るこ
とができない子どもたちの音楽への関心や意欲を確認で
きたのではないかと考える。障がいのある子どもたちに
とっても，因果関係の理解や全体リーダへの注目，周囲
の子どもたちをモデルとして演奏している点など，認知
や社会性の発達支援につながる可能性が示唆されたとい
える。
　今回の活動は，学校外の社会教育の場で実施されたこ
とで，より自由度が高く，インフォーマルラーニングが
生じやすい状況が生まれたのではないかと考える。
　教育においては，学校・地域・家庭の連携の重要性が
示されているが，このような一種のコミュニティミュー
ジックも一つの手段となりえるだろう。今後も，音楽活
動を通じて，子どもたちと地域・家庭との関係づくりを
めざす研究を行っていきたい。
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